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京都府立城陽支援学校

校長 渡部 浩三

通学高等部１年生

連日の猛暑、水
分補給・体調管
理など熱中症に
気を付けよう！
（保健だよりを
ご覧ください）

9/7.8「ふれあい・心のステーション」に向けた

接 遇 練 習 by大丸松坂屋京都店

重心教育部

自己紹介やゲ

ームでの交流

３年生を中心に製品の製作や諸準備を進

めています。6/24(金)には、大丸松坂屋京

都店様の御協力をいただき、「接遇練習」

に参加しました。お客様に接するときの心

構えや実際の礼の仕方、声の出し方などの

基本から丁寧に教えていただきました。

他の府立特別支援学校からも参加があ

り、当日の販売に向けて互いに頑張ること

を確認する場になりました。

前期進路相談と

重なり３名参加

になりました

一緒に工作した

魚釣りを楽しん

でいます

学 校 だ よ り

重心教育部

暑い日が続いていますが、教室の

適温など学習環境を整えています。

6/19の日曜参観には後の懇談会も

含め、９名の参加がありました。授

業にも御協力いただ

き、楽しい一時とな

りました。

重心教育部では全校での緊急時訓

練とともに、児童生

徒に応じた訓練とし

て、プールの場面や

登校児童生徒の体調の変化などを想

定して実施してます。

児童生徒の理解を広める
地域への『情報発信』！

本校教育の理解と児童生徒の活躍を知っていただくために地域

への情報発信を今年度学校経営の重点に掲げています。

地域の学校として、地域で生活する児童生徒の理解を広めるた

めに、ホームページや地域支援、大学生の体験、他校の先生方の

研修支援など様々な方法で「情報発信」を行っています。

重心教育部と青谷小学校との交流及び共同学習、通学高等部１

年生の青谷保育園でのボランティア交流について地元紙に大きく

掲載されました。

病弱教育部

小学部４年生は総合的な学習の時

間に、城陽市の特産

物である「青谷の梅」

を題材に学習を進め

ています。6/23(木)には、梅を栽培

している方の御好

意により、直接梅

の収穫を体験させ

ていただきました。

今後、収穫した梅を使って「梅干

し作り」に挑戦します。梅の効能や

青谷の気候と梅栽培の関係などにつ

いても学習していきます。

通学高等部

２年生は６月６日から１７日まで、

２週間の現場実習

を取り組みまし

た。１６名全員が

１日の休みや、遅刻することなく参

加できました。

３年生は３週間の現場実習を終え、

府障害者職業相談

室の協力をいただ

き、前期進路相談

を行いました。

今後は就労に向けた職場実習を目

指していきます。



※月行事予定は、２ヶ月分を載せています。変更もありますので、行事等は教育部に最終確認してください。


